
　
厚
生
労
働
省
が

2
0
1
1
年
日
本

人
の
平
均
寿
命
を

発
表
し
た
。
男
性

は
79・44
歳
、女
性

は
85・
90
歳
で
、

初
め
て
男
女
と
も
に
2
年
連
続

で
低
下
し
た
。
特
に
女
性
は
、

1
9
8
5
年
以
来
26
年
間
守
っ

て
き
た
長
寿
世
界
一
の
座
を
香

港
に
明
け
渡
し
た
。

　
男
性
も
昨
年
の
世
界
4
位
か

ら
8
位
に
下
が
っ
た
。

　
厚
労
省
は
、
2
万
人
近
く
の

人
が
亡
く
な
っ
た
「
東
日
本
大

震
災
が
大
き
く
影
響
し
た
」
と

分
析
し
て
い
る
が
、
震
災
の
影

響
が
な
い
場
合
を
仮
定
し
て
計

算
し
て
も
、
女
性
は
86
・
24
歳

に
な
り
、
世
界
一
の
香
港
86
・

7
歳
に
は
及
ば
な
い
。
影
響
と

し
て
20
歳
代
女
性
の
自
殺
の
増

加
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
我
が
国
の
自
殺
率
は
国
際
的

に
も
高
く
、
韓
国
に
抜
か
れ
た

と
は
い
え
、
年
間
3
万
人
以
上

が
自
殺
す
る
深
刻
な
事
態
が
14

年
に
わ
た
り
続
い
て
い
る
。
日

本
人
の
死
因
の
6
番
目
が
自
殺

で
あ
る
。
最
も
多
い
の
が
中
高

年
の
男
性
で
、
原
因
の
第
一
は

「
健
康
問
題
」
次
い
で
「
経
済・

生
活
」
問
題
で
あ
る
。
年
間
3

万
人
以
上
の
自
殺
と
は
、
毎
日

80
人
以
上
の
人
が
自
ら
命
を

絶
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
若
年

層
に
拡
が
る
自
殺
者
を
ゼ
ロ
に

し
た
ら
、
平
均
寿
命
は
確
実
に

長
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
私
た
ち
は
、
日
本
の
医
療
の

優
れ
た
点
を
論
じ
る
と
き
に
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
評
価
な
ど
様
々
な
要

因
を
国
際
比
較
し
て
出
さ
れ
た

指
標
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
し

て
安
い
費
用
で
、
高
水
準
の
医

療
を
効
率
よ
く
、
全
て
の
国
民

に
公
平
に
提
供
し
て
い
る
皆
保

険
制
度
を
持
つ
有
り
難
さ
を
述

べ
て
き
た
。

　
何
よ
り
分
か
り
や
す
い
目
安

と
し
て
、
男
女
と
も
に
平
均
寿

命
の
長
い
長
寿
の
国
に
な
っ
た

こ
と
を
誇
り
に
し
、
日
本
の
医

療
が
い
か
に
国
民
の
命
と
健
康

を
守
る
の
に
貢
献
し
て
き
た
か

を
強
調
し
て
き
た
。

　
保
険
証
さ
え
持
っ
て
行
け

ば
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
と
い
っ
て
き
た
こ
と

が
、
怪
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
先
に
協
会
が
行
っ
た
受
診
抑

制
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

一
部
負
担
金
を
払
う
お
金
が
な

い
た
め
に
受
診
を
控
え
る
人
、

払
っ
て
く
れ
な
い
の
で
医
療
機

関
が
未
収
金
を
抱
え
困
る
例
が

増
え
て
い
る
。
受
診
し
た
く
て

も
で
き
な
い
と
い
う
、
国
民
皆

保
険
制
度
の
実
質
的
な
空
洞
化

が
進
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
緊
急
の
政
治
課
題
で
あ
る
。

　
帝
王
切
開

で
第
1
子
が

生
ま
れ
た
。

低
酸
素
血
症

か
ら
重
度
の
脳
性
障
害
が
残
っ

た
。
記
録
を
み
れ
ば
分
娩
促
進

剤
の
過
剰
投
与
で
そ
の
副
作
用

だ
っ
た
ら
し
い
。
09
年
1
月
発

足
の
産
科
医
療
補
償
制
度
に
申

請
し
て
、初
回
6
0
0
万
円
と

0
歳
か
ら
19
歳
ま
で
毎
年
1
2

0
万
円
計
3
0
0
0
万
円
の
補

償
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。「
案
ず
る
よ
り
産
む
が
易

し
」と
励
ま
さ
れ
、新
た
な
生
命

の
誕
生
へ
と
こ
ぎ
つ
け
て
も
、

誰
に
生
じ
る
か
は
不
定
の
後
遺

症
で
、
生
育
し
つ
つ
も
な
お
介

助
を
要
す
る
状
況
で
は
、
経
済

的
援
助
を
含
め
、
家
族
へ
の
支

援
が
緊
急
の
課
題
と
な
る
▼
医

療
で
は
期
待
や
予
期
に
反
す
る

悪
し
き
結
果
が
時
に
生
じ
て
、

診
断・検
査・治
療・
収
容
な
ど

を
伴
っ
て
い
る
た
め
、
医
療
事

故
か
と
疑
わ
れ
や
す
い
。更
に
、

誤
っ
た
医
療
的
判
断・行
為
に

よ
る
医
療
過
誤
の
発
生
か
と
、

疑
心
暗
鬼
を
生
じ
て
し
ま
う
▼

医
療
事
故
が
発
生
す
れ
ば
、
ま

ず
は
原
状
回
復
が
緊
急
の
課
題

で
治
療
を
要
し
、次
に
、原
因
究

明
の
上
、再
発
防
止
が
必
要
と

な
る
。更
に
被
害
が
人
災・過
誤

に
よ
る
な
ら
ば
、
謝
罪
と
損
害

賠
償
と
が
求
め
ら
れ
る
。し
か

し
、医
師
等
の
過
失
を
主
張
し

損
害
賠
償
を
求
め
て
提
訴
し
て

も
、
法
廷
で
の
闘
争
が
ま
た
大

変
で
あ
る
▼
本
制
度
は
設
計
・

運
営
上
な
お
問
題
を
孕
む
が
、

原
因
究
明
や
再
発
防
止
へ
と
産

科
医
療
の
質
の
向
上
を
図
り
、

過
失
責
任
で
の
求
償・提
訴
は

後
日
に
と
、ま
ず
は
家
族
へ
の

補
償
を
先
行
す
る
。
他
の
重
篤

な
医
療
事
故
へ
も
同
様
の
制
度

設
計
が
望
ま
れ
る
。 

（
卯
蛙
）

改
定
で
栄
養
管
理
と
管
理

栄
養
士
配
置
が
義
務
化

　
2
0
1
2
年
4
月
の
診
療

報
酬
改
定
で
、
入
院
料
算
定
に

あ
た
っ
て
は
、
栄
養
管
理
体
制

の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

こ
れ
は
改
定
前
、
入
院
料
の
加

算
点
数
（
栄
養
管
理
実
施
加

算
）
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た

も
の
が
、
入
院
料
本
体
の
算
定

要
件
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
に

　
栄
養
管
理
体
制
の
実
施
が
、
入
院
料
算
定
の
要
件
と
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
管
理
栄
養
士
配
置
が
義
務
化
さ
れ
た
問
題

で
、
協
会
は
、
府
内
中
小
規
模
病
院
・
有
床
診
療
所
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
調
査
結
果
か
ら
、
管
理
栄
養

士
配
置
の
義
務
化
は
、
60
床
以
下
の
病
院
や
、
有
床
診
療
所

の
現
状
と
乖
離
が
あ
る
た
め
、
義
務
化
撤
回
を
求
め
る
要
望

書
を
、
厚
生
労
働
大
臣
ら
に
提
出
し
た
。

よ
る
。
こ
の
中
で
、
管
理
栄
養

士
配
置
も
原
則
義
務
化
さ
れ
た

が
、
病
床
規
模
や
そ
の
配
置
の

必
要
性
を
考
慮
し
な
い
画
一
的

な
義
務
化
で
あ
る
と
し
て
、
協

会
は
、
そ
の
撤
回
を
求
め
、
厚

労
大
臣
ら
に
対
し
要
請
書
を
提

出
し
て
い
た
（
4
月
24
日
、
本

紙
2
8
2
0
号
既
報
）。
改
定

以
前
に
「
栄
養
管
理
実
施
加

算
」
を
届
出
・
算
定
し
て
い
な

か
っ
た
医
療
機
関
に
つ
い
て

は
、
管
理
栄
養
士
配
置
を
2
年

間
猶
予
す
る
と
し
た
経
過
措
置

が
設
け
ら
れ
た
が
、
義
務
化
の

撤
回
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

管
理
栄
養
士
に
係
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施

　
そ
こ
で
協
会
は
、
こ
の
ほ
ど

京
都
府
内
の
2
0
0
床
未
満
の

病
院
や
有
床
診
療
所
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
。
病
床
の
規
模
別
に
、
①
有

床
診
療
所
、
②
小
規
模
病
院

（
20
〜
60
床
）、
③
中
規
模
病
院

（
61
〜
1
9
9
床
）
の
3
区
分

に
分
け
て
集
計
し
た
。
主
な
入

院
診
療
科
、
管
理
栄
養
士
の
配

置
状
況
、
栄
養
管
理
が
必
要
な

患
者
の
割
合
な
ど
、
①
〜
③
で

は
同
じ
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
病
床
の
規
模
が

小
さ
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
管

理
栄
養
士
の
配
置
状
況
が
少
な

く
な
る
こ
と
。
ま
た
、
専
門
科

に
特
化
す
る
た
め
、
特
別
な
栄

養
管
理
を
必
要
と
す
る
患
者
の

割
合
も
少
な
く
な
り
、
栄
養
管

理
は
医
師
に
よ
り
で
き
る
と
い

う
考
え
方
の
割
合
が
高
く
な
っ

た（
詳
細
は
2
面
）。
こ
れ
は
、

病
床
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
、

よ
り
多
様
な
専
門
職
種
が
雇
用

で
き
、
仕
事
内
容
が
職
種
別
に

分
化
し
て
い
く
こ
と
に
よ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

管
理
栄
養
士
配
置
義
務
化
の

撤
回
を
求
め
る
要
望
書
提
出

　
協
会
は
、
こ
の
結
果
を
重
く

受
け
止
め
、
7
月
10
日
、「
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
、
管

理
栄
養
士
配
置
義
務
化
の
撤
回

を
改
め
て
求
め
る
（
要
望
）」

を
厚
労
大
臣
ら
厚
労
省
政
務
三

役
、
中
医
協
委
員
ら
に
提
出
し

た
。
要
望
書
で
は
、
栄
養
管
理

体
制
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
常

勤
・
非
常
勤
に
か
か
わ
ら
ず
管

理
栄
養
士
配
置
の
義
務
化
を
止

め
、
病
院
及
び
有
床
診
療
所
の

病
床
規
模
や
入
院
患
者
の
特
性

に
応
じ
て
、
必
要
な
場
合
に
の

み
配
置
す
る
こ
と
で
よ
い
―
と

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

あ
ら
た
め
て
厚
労
大
臣
ら
に
要
望
書
提
出

有
床
診
・
小
規
模
病
院
の

加
算
届
出
は
少
な
か
っ
た

　
厚
労
省
は
中
医
協
で
、
栄
養

管
理
実
施
加
算
か
ら
入
院
料
の

算
定
要
件
に
変
更
す
る
に
あ

た
っ
て
、
2
0
1
0
年
度
に
お

け
る
栄
養
管
理
実
施
加
算
の
算

定
率
（
88
・
4
％
）
や
届
出
割

合
（
97
・
9
％
）
の
高
さ
を
資

料
と
し
て
示
し
、
義
務
化
が
妥

当
と
説
明
し
た
。
し
か
し
、
算

定
率
が
1
0
0
％
で
は
な
く
、

有
床
診
療
所
や
小
規
模
病
院
の

多
く
が
算
定
し
て
い
な
い
の
で

は
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
届

出
割
合
に
い
た
っ
て
は
、
病
院

の
み
の
数
値
で
あ
り
、
有
床
診

療
所
に
つ
い
て
は
資
料
す
ら
示

さ
れ
ず
、
議
論
も
な
さ
れ
な

か
っ
た
。
実
際
、
京
都
府
内
で

2
0
1
2
年
3
月
現
在
、
栄
養

管
理
実
施
加
算
を
届
け
出
て
い

た
医
療
機
関
の
割
合
は
、
有
床

診
療
所
で
は
わ
ず
か
1
・
5

％
、
50
床
未
満
の
病
院
で
も

53
・
3
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た

（
協
会
調
べ
）。

義
務
化
は
ベ
ッ
ド
を

取
り
上
げ
る
政
策

　
管
理
栄
養
士
配
置
の
画
一
的

義
務
化
は
、
結
果
と
し
て
多
く

の
有
床
診
療
所
や
小
規
模
病
院

か
ら
入
院
機
能
及
び
病
床
を
取

り
上
げ
る
政
策
で
あ
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
、
こ
の
ま

い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
付
随
し

て
管
理
栄
養
士
配
置
ま
で
を
義

務
化
す
る
こ
と
に
反
対
し
て
い

る
。
管
理
栄
養
士
配
置
が
で
き

な
い
有
床
診
療
所
や
小
規
模
病

院
は
、
病
床
を
手
放
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。
栄
養
管
理

体
制
に
支
障
が
な
け
れ
ば
、
診

療
科
や
入
院
患
者
の
状
態
な
ど

各
医
療
機
関
の
実
情
に
応
じ
て

配
置
す
る
こ
と
で
よ
い
の
で
は

な
い
か
。
引
き
続
き
厚
労
省
の

動
き
に
注
目
し
な
が
ら
改
善
を

求
め
て
い
き
た
い
。

入院機能を取り上げる政策!?
有床診・中小病院への管理栄養士配置義務化

自
殺
・
貧
困
、
深
刻
な
事
態
と

進
む
国
民
皆
保
険
の
空
洞
化 芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印

印
印
印
印

ま
管
理
栄
養
士
配
置

の
義
務
化
が
継
続
さ

れ
た
場
合
、
病
床
の

閉
鎖
を
考
慮
す
る
と

回
答
し
た
医
療
機
関

が
少
な
か
ら
ず
あ
っ

た
。
地
域
医
療
へ
の

影
響
も
危
惧
さ
れ
る
。

　
協
会
は
、
入
院
患

者
に
対
す
る
栄
養
管

理
は
必
要
と
考
え
て

お
り
、
栄
養
管
理
体

制
実
施
の
必
要
性
に

は
反
対
し
て
い
な
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．
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模
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％
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2
0
1
2
年
4
月
の
診
療
報

酬
改
定
に
お
い
て
、「
栄
養
管

理
」
実
施
が
、
入
院
料
を
算
定

す
る
た
め
の
要
件
と
さ
れ
、
管

理
栄
養
士
の
配
置
が
義
務
付
け

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
協
会
で

は
、
中
小
規
模
の
入
院
医
療
機

関
に
お
け
る
管
理
栄
養
士
配
置

の
状
況
や
、
管
理
栄
養
士
配
置

の
必
要
性
に
つ
い
て
把
握
す
る

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
。

（
1
）
医
療
機
関
の
形
態

　
回
答
は
病
院
が
約
7
割
を
占

め
た
。
有
床
診
療
所
は
25
あ
っ

た
が
、
休
床
中
の
有
床
診
療
所

が
5
あ
っ
た
。
当
該
5
医
療
機

関
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
集
計

か
ら
除
外
し
た
。

（
2
）
医
療
機
関
の
病
床
数

　
病
床
規
模
別
に
見
る
と
、
61

床
以
上
2
0
0
床
未
満
の
病
院

が
40
（
54
％
）、
20
床
以
上
60

床
以
下
の
病
院
が
14
（
19
％
）、

19
床
以
下
（
有
床
診
療
所
）
が

20
（
27
％
）
で
あ
っ
た
（
基
本

診
療
料
の
施
設
基
準
等
に
係
る

通
知
に
お
い
て
、
1
病
棟
当
た

り
の
病
床
数
は
「
原
則
と
し
て

60
床
以
下
を
標
準
」
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
集
計
に
お
い

て
区
切
り
を
設
け
た
）。

　
主
た
る
入
院
の
診
療
科
は
、

全
体
で
は
「
内
科
」
が
31
（
42
％
）
と
最
も
多
く
、「
産
婦
人

科
」
が
14
（
19
％
）
で
あ
っ

た
。
以
下
、「
眼
科
」「
小
児

科
」「
整
形
外
科
」
が
3
（
4
％
）
で
続
い
た
。

　
病
床
規
模
別
に
見
る
と
、
61

床
以
上
の
病
院
で
は
、「
内
科
」

が
最
も
多
く
23
（
58
％
）
と
、

半
数
以
上
を
占
め
た
。
60
床
以

下
の
病
院
で
も
「
内
科
」
が
7

（
50
％
）
と
最
も
多
か
っ
た

が
、「
産
婦
人
科
」
も
2
（
14

％
）
あ
っ
た
。
有
床
診
療
所
で

は
、「
内
科
」
は
1
（
5
％
）

の
み
で
、「
産
婦
人
科
」
が
12

（
60
％
）
と
最
も
多
か
っ
た
。

「
眼
科
」
も
3
（
15
％
）
あ
っ

た
。（
図
1
）

　
全
体
で
は
、「
常
勤
2
人
以

上
配
置
」
が
20
（
27
％
）、「
常

勤
1
人
配
置
」が
33（
45
％
）、

「
非
常
勤
配
置
」
が
4
（
5
％
）

で
あ
っ
た
。
非
常
勤
も
含
め
て

「
配
置
な
し
」
が
17
（
23
％
）

で
あ
っ
た
。

　
病
床
規
模
別
に
見
る
と
、
61

床
以
上
の
病
院
で
は
、
す
べ
て

の
医
療
機
関
で
常
勤
が
1
人
以

上
配
置
さ
れ
て
い
た
が
、
60
床

以
下
の
病
院
で
は
、「
常
勤
2

人
以
上
配
置
」
は
な
く
、「
常

勤
1
人
配
置
」
が
多
か
っ
た

（
12
（
86
％
））。「
配
置
な
し
」

も
2
（
14
％
）
あ
っ
た
。
有
床

診
療
所
で
は
、「
常
勤
配
置
」

は
1
（
5
％
）
の
み
、「
非
常

勤
配
置
」
も
4
（
20
％
）
に
留

ま
り
、「
配
置
な
し
」
が
15

（
75
％
）
と
最
も
多
か
っ
た
。

（
図
2
）

　
栄
養
管
理
が
必
要
な
患
者
割

合
は
、
全
体
で
は
半
分
程
度
と

の
回
答
が
20
（
27
％
）
と
最
も

多
か
っ
た
が
、
回
答
に
は
ば
ら

つ
き
が
見
ら
れ
た
。

　
病
床
規
模
別
に
見
る
と
、
61

床
以
上
2
0
0
床
未
満
の
病
院

で
は
、「
半
分
程
度
」
か
ら
「
ほ

ぼ
全
て
」
ま
で
、
ば
ら
つ
き
は

あ
る
が
、
か
な
り
の
割
合
で
栄

養
管
理
が
必
要
な
患
者
が
い
る

結
果
と
な
っ
た
。
60
床
以
下
の

病
院
で
は
、「
半
分
程
度
」
と

の
回
答
が
8
（
57
％
）
と
最
も

多
く
、「
あ
ま
り
い
な
い
」と
の

回
答
も
2
（
14
％
）
あ
っ
た
。

有
床
診
療
所
で
は
、「
全
く
い

な
い
」
と
「
あ
ま
り
い
な
い
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
10
（
50
％
）
ず

つ
で
あ
っ
た
。（
図
3
）

　
「
栄
養
管
理
」
業
務
実
施
に

あ
た
っ
て
、
管
理
栄
養
士
が
必
要
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
全
体
で
は
、「
い
な
い
と

で
き
な
い
」
と
の
回
答
が
最
も

多
く
45
（
61
％
）
で
あ
っ
た
。

　
病
床
規
模
別
で
見
る
と
、
61

床
以
上
の
病
院
で
は
、「
い
な

い
と
で
き
な
い
」
と
い
う
回
答

が
37
（
93
％
）
と
大
多
数
を
占

め
た
。
60
床
以
下
の
病
院
で
は

「
い
な
い
と
で
き
な
い
」
と
の

回
答
が
8
（
57
％
）
あ
っ
た

が
、「
医
師
で
も
で
き
る
」
と

い
う
回
答
も
6
（
43
％
）
あ
っ

た
。
有
床
診
療
所
で
は
、「
医

師
で
も
で
き
る
」
と
い
う
回
答

が
10（
50
％
）あ
り
、「
全
く
不

要
」
と
の
回
答
も
9
（
45
％
）

あ
っ
た
。（
図
4
）

　
入
院
医
療
機
関
に
お
い
て
管

理
栄
養
士
を
配
置
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
全
体
で

は
「
必
要
に
応
じ
て
配
置
」
と

の
回
答
が
49
（
66
％
）
と
最
も

多
か
っ
た
。

　
病
床
規
模
別
に
見
る
と
、
61

床
以
上
の
病
院
で
は
、「
当
然

配
置
す
べ
き
」
と
「
必
要
に
応

じ
て
配
置
」
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ

20
（
50
％
）
で
あ
っ
た
。
60
床

以
下
の
病
院
で
は
、「
必
要
に

応
じ
て
配
置
」
が
10
（
71
％
）

と
最
も
多
く
、
有
床
診
療
所
に

あ
っ
て
は
、
19
（
95
％
）
が

「
必
要
に
応
じ
て
配
置
」
と
回

答
し
た
。（
図
5
）

　
管
理
栄
養
士
配
置
が
義
務
化

さ
れ
た
ま
ま
の
場
合
に
、
入
院

医
療
を
継
続
す
る
意
思
が
あ
る

か
ど
う
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
継
続
す
る
」
意
志
を
示
し
た

医
療
機
関
が
64
（
87
％
）
と
多

か
っ
た
が
、「
や
め
る
こ
と
を

考
慮
す
る
」
と
し
た
有
床
診
療

所
が
8
あ
り
、
全
体
の
11
％
、

有
床
診
療
所
の
実
に
40
％
に

上
っ
た
。（
図
6
）

　
主
な
入
院
診
療
科
は
、
全
体

で
は
内
科
が
多
い
が
、
病
床
規

模
が
小
さ
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
産
婦
人
科
等
他
の
診
療
科

が
主
な
入
院
診
療
科
に
占
め
る

割
合
が
多
く
な
っ
た
。
有
床
診

療
所
に
お
い
て
は
、
産
婦
人
科

が
最
も
多
か
っ
た
。

く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　
病
床
の
規
模
が
大
き
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
患
者
の
栄
養
管

理
実
施
に
あ
た
っ
て
管
理
栄
養

士
を
必
要
と
し
て
お
り
、
管
理

栄
養
士
を
配
置
す
べ
き
と
考
え

る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
一
方
、

病
床
規
模
が
小
さ
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
栄
養
管
理
は
医
師
に

よ
り
行
え
ば
よ
く
、
管
理
栄
養

士
は
必
要
に
応
じ
て
配
置
す
れ

ば
よ
い
と
い
う
意
見
が
占
め
る

割
合
が
大
き
く
な
っ
た
。

　
ま
た
、
管
理
栄
養
士
配
置
の

義
務
化
が
継
続
さ
れ
る
な
ら

ば
、
入
院
医
療
を
や
め
る
こ
と

を
考
慮
す
る
と
し
た
有
床
診
療

所
が
8
件
あ
り
、
憂
慮
さ
れ

る
。　

診
療
所
に
お
い
て

は
、
ま
っ
た
く
配

置
の
な
い
と
こ
ろ

が
4
分
の
3
を
占

め
た
。

　
栄
養
管
理
が
必

要
な
患
者
の
割
合

は
、
医
療
機
関
に

よ
り
ば
ら
つ
き
が

見
ら
れ
た
が
、
病

床
規
模
が
小
さ
く

な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
割
合
が
小
さ
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施
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管
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な
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こ
こ
で
実
際
に
起
こ
っ
た
事

故
に
基
づ
い
て
お
話
を
し
ま
す
。

　
右
足
が
完
全
に
麻
痺
し
、
看

護
師
に
車
椅
子
を
押
し
て
も

ら
っ
て
い
た
患
者
さ
ん
が
、
移

動
中
に
麻
痺
し
て
い
た
右
足
を

車
椅
子
の
車
輪
に
挟
ま
れ
て
切

傷
を
負
い
ま
し
た
。
何
針
か
縫

合
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た

が
、
傷
は
順
調
に
治
癒
し
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る
と

き
傷
を
負
わ
せ
た
看
護
師
が
患

者
さ
ん
に
対
し
て
「
麻
痺
し
た

方
の
足
で
良
か
っ
た
ね
。
痛
く

な
か
っ
た
で
し
ょ
、
麻
酔
も
要

ら
な
か
っ
た
し
、
傷
も
た
い
し

た
こ
と
な
い
よ
う
だ
し
」
と
話

し
か
け
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
ま

に
な
っ
て
こ
の
発
言
を
考
え
る

と
、
と
て
も
失
礼
な
話
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
患
者
さ
ん
は
、
こ
の
看
護

師
は
全
く
反
省
の
色
が
な
い
と

見
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
実
際
に

そ
の
一
言
の
後
に
患
者
さ
ん
側

で
当
該
患
者
さ
ん
は
大
人
し

く
、
必
要
以
上
に
怒
り
を
表
面

化
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の

で
、
そ
の
看
護
師
は
気
を
緩
め

て
し
ま
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
少
し
冷
静

は
態
度
を
硬
化
さ
せ
、
医
療
機

関
側
の
責
任
を
追
及
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
改
め
て
言
う
ま
で
も

な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
の
事
例
で
は
明
ら
か
に

加
害
者
は
看
護
師
、
す
な
わ
ち

医
療
機
関
側
で
、
被
害
者
は
患

者
さ
ん
で
す
。
加
害
者
が
被
害

者
に
対
し
て
「
た
い
し
た
こ
と

が
な
く
て
良
か
っ
た
」
と
発
言

す
る
の
は
不
適
切
で
す
。
事
の

大
小
は
事
故
に
遭
遇
し
た
患
者

さ
ん
側
が
判
断
す
る
こ
と
と
認

識
し
て
、
事
故
後
の
対
応
を
考

え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
主
に
大
病
院
に
見
ら
れ
る
傾

向
と
し
て
、
例
え
ば
医
師
が
起

こ
し
た
事
故
に
対
し
て
、
看
護

師
が
患
者
さ
ん
に
同
様
の
発
言

を
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

患
者
さ
ん
に
し
て
み
れ
ば
、
加

害
者
は
当
事
者
の
み
な
ら
ず
医

療
機
関
全
体
と
捉
え
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

認
識
を
持
つ
こ
と
で
、
患
者
さ

ん
対
応
に
も
一
層
の
注
意
が
促

さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
際

に
前
提
条
件
と
し
て
、
院
内
で

事
故
に
遭
遇
し
た
患
者
さ
ん
を

（
可
能
な
限
り
）
職
員
全
員
が

把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

医
療
機
関
内
の
全
科
に
わ
た
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
次
回
も
、
患
者
さ
ん
が
「
癇

に
障
る
」
一
言
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

　
生
化
学
的
検
査
（
Ⅱ
）
の
判

断
料
に
つ
い
て

　
Ｑ
、
悪
性
腫
瘍
特
異
物
質
治

療
管
理
料
に
は
腫
瘍
マ
ー
カ
ー

の
検
査
に
要
す
る
費
用
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
同
一
月
内
の

別
日
に
Ｆ
Ｔ
３
、
Ｆ
Ｔ
４
な
ど

他
の
生
化
学
的
検
査
（
Ⅱ
）
の

検
査
を
行
っ
た
場
合
、
生
化
学

的
検
査
（
Ⅱ
）
の
判
断
料
は
算

定
で
き
ま
す
か
。

　
Ａ
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
以
外
の

生
化
学
的
検
査
（
Ⅱ
）
も
し
く

は
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
検
査
の
例
外

　
医
学
・
医
療
が
発
展
す
る
ほ
ど

現
場
で
や
る
こ
と
が
増
え
る
か

ら
、
医
師
不
足
は
な
か
な
か
解
消

さ
れ
な
い
。
そ
れ
を
カ
バ
ー
し
よ

う
と
、
一
定
の
医
療
行
為
を
自
分

の
判
断
で
で
き
る
「
特
定
看
護

師
」
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
も
っ
と
注
目
し
て
よ
い
の

は
、
薬
剤
師
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
薬
剤
師
は
、
薬
学
の
専
門
知
識

も
、
医
学
の
基
礎
知
識
も
持
っ
て

い
る
。
今
春
の
卒
業
生
か
ら
は
6

年
間
に
及
ぶ
高
等
専
門
教
育
を
受

け
て
い
る
。

　
だ
が
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
役

割
を
発
揮
で
き
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
と
く
に
調
剤
薬
局
は
、
政
府

に
よ
る
医
薬
分
業
の
推
進
で
大
幅

に
増
え
た
が
、
そ
こ
で
の
仕
事
に

は
り
あ
い
は
あ
る
の
か
。
専
門
職

の
働
き
方
と
し
て
、
も
っ
た
い
な

い
と
思
う
。

　
調
剤
で
は
、
薬
の
種
類
や
量
を

間
違
え
な
い
よ
う
神
経
を
使
う

が
、
実
際
に
調
合
す
る
こ
と
は
ま

れ
で
、
扱
う
の
は
既
成
の
製
剤
が

大
半
だ
。
患
者
へ
の
説
明
や
服
薬

指
導
も
形
式
的
と
い
う
印
象
を
否

め
ず
、
人
間
的
な
か
か
わ
り
は
薄

い
。

　
最
も
重
要
な
の
は
、
安
全
確
保

の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
だ
が
、
医
師

の
処
方
せ
ん
に
は
決
定
的
な
情
報

が
欠
け
て
い
る
。「
病
名
・
症
状
」

が
な
い
の
だ
。
そ
れ
で
は
適
応
の

確
認
も
、
使
用
禁
忌
・
慎
重
投
与

の
点
検
も
ま
と
も
に
で
き
な
い
。

結
局
、
薬
剤
師
は
中
途
半
端
な

チ
ェ
ッ
ク
役
に
甘
ん
じ
て
い
て
、

医
師
へ
の
疑
義
照
会
も
少
な
い
。

　
病
院
の
薬
剤
部
で
は
医
薬
品
の

発
注
・
管
理
、
安
全
性
情
報
な
ど

の
収
集・提
供
な
ど
が
加
わ
る
が
、

こ
れ
ら
は
院
内
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

業
務
、
裏
方
的
な
仕
事
だ
。
病
棟

で
点
滴
薬
の
調
合
や
入
院
患
者
へ

の
服
薬
指
導
を
行
う
薬
剤
師
は
増

え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
医
師
の

下
請
け
的
な
業
務
で
あ
る
。

　
薬
物
療
法
の
1
次
的
な
方
針
決

定
に
、
薬
剤
師
が
か
か
わ
る
べ
き

だ
ろ
う
。
治
療
方
針
を
決
め
る
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
出
て
意
見
を
述

べ
る
、
病
棟
や
外
来
で
医
師
と
話

し
合
い
な
が
ら
、
ど
の
薬
を
使
う

か
決
め
て
い
く
。
入
院
患
者
の
回

診
も
や
っ
て
、
薬
の
効
き
具
合
や

副
作
用
を
確
か
め
る
。

　
厚
生
労
働
省
が
2
0
1
0
年
4

月
に
出
し
た
チ
ー
ム
医
療
の
推
進

に
関
す
る
医
政
局
長
通
知
も
、
そ

う
し
た
業
務
範
囲
の
拡
大
を
求
め

て
い
る
。

　
緩
和
ケ
ア
の
領
域
で
は
薬
剤
師

の
関
与
が
進
ん
で
い
る
。
が
ん
の

化
学
療
法
、
感
染
症
治
療
、
栄
養

サ
ポ
ー
ト
に
も
一
部
の
病
院
で
は

薬
剤
師
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
多
剤
大
量
療
法
が
横
行
す

る
精
神
科
で
は
薬
剤
師
が
き
ち
ん

と
発
言
す
べ
き
だ
し
、小
児
科
も
、

子
ど
も
に
使
え
る
薬
に
詳
し
い
薬

剤
師
が
い
れ
ば
助
か
る
は
ず
だ
。

　
医
師
の
ほ
う
も
、
薬
剤
師
を
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
用
す
る
意

識
を
持
ち
た
い
。

　
薬
価
差
益
が
縮
小
し
、
薬
局
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
も
あ
ま
り
働
い
て

い
な
い
状
況
で
、
医
薬
分
業
を
金

科
玉
条
に
す
る
必
要
は
な
い
。
む

し
ろ
「
医
薬
協
業
」
の
方
向
へ
発

想
を
転
換
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
。
診
療
報
酬
に
よ
る
誘

導
で
、
診
療
所
や
病
院
の
外
来
に

も
薬
剤
師
の
配
置
を
推
進
し
て
は

ど
う
だ
ろ
う
。

読売新聞大阪本社編集委員　原　昌平

薬
剤
師
の
力
を
生
か
そ
う

の
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規
定
の
検
査
を
実
施
し
た
場
合

で
あ
れ
ば
、
生
化
学
的
検
査

（
Ⅱ
）
の
判
断
料
は
別
に
算
定

で
き
ま
す
。
ま
た
、
血
液
採
取

料
も
算
定
で
き
ま
す
の
で
、
ご

確
認
下
さ
い
。

金
融
共
済
委
員
会

（
7
／
25
）の
状
況

　
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に
よ

り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安
定

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

･ 
休
業
補
償
制
度
改
定
（
案
）

に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

･ 

給
付
6
件
、
加
入
2
件
を
審

査
し
全
件
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
融
資
斡
旋
2
件
を
決
定
し
ま

し
た
。

産婦人科診療内容向上会
日　時　８月25日（土）
 午後４時30分～午後６時30分
場　所　京都ホテルオークラ ３階 曲水の間
 （京都市中京区河原町御池）
　　　　☎075 - 211 - 5111
解　説　 保険請求の留意事項と

最近の審査事情
 京都産婦人科医会理事
 支払基金京都支部審査委員
 　　　　　　　　山下　元 氏
講　演　座長：京都府立医科大学附属病院
 　　　産婦人科
 　　　　准教授　岩破 一博 氏
 演題：『糖代謝異常合併妊娠の管理』
 演者：東北大学病院
 　　　周産母子センター
 　　　　准教授　杉山　隆 氏
共　催　京都産婦人科医会
　　　　京都府保険医協会
　　　　アボットジャパン株式会社

新規開業予定者のための講習会

保険講習会Ａ

※ 大変ご好評をいただいている研修会です。申込みは協会事務局までお願いします。
　また、申込み後にキャンセルする場合もご連絡をお願いします。

日　時 ８月30日（木）午後２時～４時
場　所　京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
内　容　 仕事の進め方・仕事の管理の基本・個人の目標と組織の目標との調和、患者

さんとのコミュニケーションの取り方についてなど、ゲーム形式を取り入れ
て体験しながら楽しく学びます。

講　師　茂木 治子 氏（元日本航空客室乗務員）
定　員　50人　　協　賛　有限会社アミス

日　時　９月９日（日）午後２時～５時
場　所　京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ　
内　容　①開業後一日も早く軌道にのせるために―事前準備のポイント―
 　　　　　　　　　廣井増生税理士事務所所長　廣井 増生 氏
 ②先輩開業医からのアドバイス　小沢医院院長　小澤　勝 氏
 ③地区医師会への入会手続き、保険医協会の共済制度について
参加費　会員：無料、非会員：2,000円
定　員　30人　　共　催　有限会社アミス

お申し込みは協会事務局まで　FAX：075 - 212 - 0707

日　時 ８月30日（木）午後２時～４時
場　所　京都府保険医協会・応接室
内　容　①保険診療の基礎知識　②レセプト審査対策
参加費　無料（要申込）

御池通

四条通

六角通

三条通

蛸薬師通

烏
丸
通

烏
丸
通

 中級コース　「医院・診療所での接遇マナー研修会」

新規開業予定者のための講習会新規開業予定者のための講習会
開業に必要な

情報が盛り

だくさんの講
習会です!!

事務局休務のお知らせ
８月15日（水）～16日（木）

※ 協会事務局は左記の期間、夏季休務とさせていた
だきます。ご了承下さい。

「
た
い
し
た
こ
と
な
く
て

良
か
っ
た
ね
」と
は
何
事
か
！
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西
京
区
認
知
症

区
民
公
開
講
座

〜
認
知
症
の
こ
と
を
も
っ

と
知
り
ま
し
ょ
う
〜

　
日　
時　
9
月
1
日
（
土
）

午
後
2
時

　
場　
所　
京
都
市
西
文
化
会

館
ウ
エ
ス
テ
ィ
ホ
ー
ル

　
講　
演　
認
知
症
の
治
療
薬

と
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

　
講　
師　
繁
田
雅
弘
氏
（
首

都
大
学
東
京　
健
康
福
祉
部　

人
間
健
康
科
学
研
究
科
）

　
参
加
費　
無
料

　
主　
催　
西
京
区
認
知
症
地

域
ケ
ア
協
議
会
（
☎
0
7
5
・

3
9
3
・
5
7
3
3
）

　
野
村
一
裕
氏
（
享
年
61
、
中

京
西
部
）
7
月
1
日
ご
逝
去
。

　
岡
田
善
臣
氏
（
享
年
62
、
相

楽
）
7
月
24
日
ご
逝
去
。

　
竹
内
吉
喜
氏
（
享
年
59
、
福

知
山
）
7
月
24
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃　
報

　
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
京
都
府
支
部

は
、
市
民
と
科
学
者
の
内
部
被

曝
問
題
研
究
会
（
内
部
被
曝
問

題
研
）
と
共
催
、
核
兵
器
廃
絶

京
都
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
の

も
と
、
6
月
28
日
、
キ
ャ
ン
パ

ス
プ
ラ
ザ
京
都
で
、
市
民
公
開

講
演
会
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
―

フ
ク
シ
マ
〜
ド
イ
ツ
の
経
験
か

ら
学
ぶ
〜
」
を
開
催
。
市
民
ら

1
5
0
人
が
参
加
し
た
。

　
内
部
被
曝
問
題
研
呼
び
か
け

人
で
あ
る
松
井
英
介
氏
の
司
会

で
進
行
し
、
三
宅
成
恒
・
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｎ
Ｗ
京
都
府
支
部
長
の
挨
拶

で
開
会
。

　
岡
山
大
学
・
環
境
生
命
科
学

研
究
科
教
授
の
津
田
敏
秀
氏
、

内
部
被
曝
問
題
を
世
界
で
初
め

て
指
摘
し
た
ド
イ
ツ
の
研
究
者

イ
ン
ゲ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
ー
フ
ォ

イ
ヤ
ハ
ー
ケ
氏
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

放
射
線
リ
ス
ク
委
員
会
Ｅ
Ｃ
Ｒ

Ｒ
委
員
長
）、
ド
イ
ツ
放
射
線

防
護
協
会
会
長
の
セ
バ
ス
チ
ャ

ン
・
プ
フ
ル
ー
ク
バ
イ
ル
氏
ら

が
、
低
線
量
被
曝
の
危
険
性
を

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
も
と
に

訴
え
た
。

　
講
演
で
は
、1
0
0
ｍ
Ｓ
ｖ

以
下
の
被
曝
に
よ
る
被
害
は
見

ら
れ
な
い
と
す
る
論
に
つ
い

て
、
津
田
氏
は
、
疫
学
統
計
学

の
観
点
か
ら
問
題
点
を
指
摘
し

た
。
福
島
県
で
の
健
康
調
査
に

つ
い
て
も
、
曝
露
推
定
し
て
い

な
い
こ
と
や
、
甲
状
腺
が
ん
の

み
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
解
説
。
年
間
と
生
涯
被
曝
を

区
別
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
る
こ
と
が
多
い
と

訴
え
た
。

　
イ
ン
ゲ
氏
も
、
実
際
に
は
1

0
0
ｍ
Ｓ
ｖ
よ
り
は
る
か
に
低

い
線
量
の
被
曝
に
お
い
て
も
推

計
的
影
響
が
予
測
さ
れ
る
と
し

た
。

　
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
氏
は
、「
ド

イ
ツ
の
原
子
力
発
電
所
周
辺
の

が
ん
と
白
血
病
調
査
」
を
紹

介
。
原
発
付
近
の
調
査
地
域
に

住
む
子
ど
も
の
す
べ
て
の
が

ん
、
白
血
病
に
つ
い
て
、
原
発

か
ら
の
距
離
が
遠
く
な
る
に
つ

れ
、
発
病
率
が
下
が
っ
た
と
い

う
結
果
を
報
告
し
た
。
そ
し
て

「
原
発
が
稼
働
し
続
け
る
限
り
、

安
心
し
て
生
活
が
で
き
な
い
」

と
訴
え
た
。

　
最
後
に
、
内
部
被
曝
問
題
研

の
松
井
和
子
氏
が
、
24
日
に
福

島
県
で
開
催
さ
れ
た
市
民
科
学

者
国
際
会
議
の
セ
バ
ス
チ
ャ
ン

氏
ら
の
文
書
「
親
愛
な
る
子
ど

も
た
ち
へ
」
を
読
み
上
げ
、

「
私
た
ち
の
力
は
小
さ
い
か
も

し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
私
た

ち
は
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
限
り

真
実
を
探
す
と
君
た
ち
に
約
束

し
ま
す
。
そ
し
て
真
実
に
つ
い

て
、
人
び
と
と
分
か
ち
合
っ
て

い
き
ま
す
。
私
た
ち
は
諦
め
な

い
と
約
束
し
ま
す
」
と
誓
っ

た
。
質
疑
応
答
で
は
、
セ
バ
ス

チ
ャ
ン
氏
の
調
査
に
つ
い
て
の

詳
細
や
、
日
本
で
も
同
様
に
公

平
な
疫
学
調
査
を
行
う
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
必
要
か

な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
窓
口
負
担
割
合
が
3
割
か
ら

1
割
に
軽
減
さ
れ
る
と
、
精
神

的
健
康
状
態
が
改
善
、
さ
ら
に

身
体
的
健
康
状
態
も
改
善
―
。

東
京
大
学
大
学
院
、
ハ
ー
バ
ー

ド
公
衆
衛
生
大
学
院
、
筑
波
大

学
の
共
同
作
業
チ
ー
ム
が
厚
生

労
働
科
学
研
究
に
お
い
て
、
自

己
負
担
額
低
減
政
策
が
高
齢
者

の
健
康
に
直
接
影
響
を
与
え
る

可
能
性
が
高
い
と
い
う
解
析
結

果
を
4
月
12
日
に
公
表
し
て
い

る
。

　
2
0
0
7
年
の
国
民
生
活
基

礎
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
64

―
75
歳
の
1
万
2
9
3
人
の
健

康
状
態
を
分
析
。
身
体
的
・
精

神
的
健
康
状
態
が
通
常
は
年
齢

と
と
も
に
徐
々
に
悪
化
す
る
は

ず
の
傾
向
が
、
70
歳
で
適
用
さ

れ
る
自
己
負
担
軽
減
に
よ
っ
て

健
康
状
態
が
改
善
し
て
い
る
可

能
性
が
高
い
と
結
論
づ
け
た
。

　
一
体
改
革
論
議
の
な
か
で
、

70
―
74
歳
の
1
割
負
担
か
ら
2

割
へ
の
引
き
上
げ
は
13
年
度
予

算
編
成
時
に
い
っ
た
ん
先
延
ば

し
に
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
結
果

が
こ
の
時
期
に
出
た
の
は
大
変

意
義
深
い
。
国
は
こ
の
結
果
を

ど
う
見
る
の
か
、
積
極
的
な
活

用
を
求
め
て
い
き
た
い
。

 

窓
口
負
担
軽
減
で
健
康
に

東
大
大
学
院
等
の
チ
ー
ム
が
分
析

　
日　
時　
9
月
1
日
（
土
）

午
後
3
時
30
分
〜
6
時

　
場　
所　
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ

京
都
実
地
医
家
の
会

第
99
回
例
会

ン
セ
ス
京
都
3
Ｆ「
ロ
ー
ズ
Ａ
」

　
特
別
講
演　
①
「
狭
心
症
Ａ

Ｂ
Ｃ
」
野
原
隆
司
氏
（
公
益
財

団
法
人
田
附
興
風
会
医
学
研
究

所　
北
野
病
院
副
院
長
）

　
②
「
腹
部
超
音
波
検
査
の
実

際
―
肝
の
超
音
波
診
断
を
中
心

に
―
」
朝
井
均
氏
（
大
阪
教
育

大
学
名
誉
教
授　
介
護
老
人
保

健
施
設
「
春
風
」
施
設
長
）

　
共　
催　
京
都
実
地
医
家
の

会（
連
絡
先
：
☎
0
7
5
・
9

5
1・1
5
0
8 

鈴
木
医
院
）、

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
株
式
会
社

　
※
会
員
以
外
の
先
生
方
の
ご

参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。
当
日
会

費
1
0
0
0
円
、情
報
交
換
会

費
2
0
0
0
円（
当
会
入
会
金

1
0
0
0
円
、年
会
費
不
要
）。

内部被曝で講演会

ドイツの経験学ぶ　
前
に
も
記
し
た
が
、
昭
和
23

年
10
月
1
日
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン

生
活
に
入
っ
た
仲
間
は
、
ぼ
く

を
入
れ
て
4
人
で
あ
る
。
名
前

は
忘
れ
た
が
、
姓
は
覚
え
て
い

る
。
た
だ
頭
文
字
と
卒
業
学
校

名
を
記
す
。
Ｋ（
大
阪
大
学
）、

Ｇ（
京
都
府
立
医
大
）、
Ｈ
（
慈

恵
医
大
）、
そ
れ
に
ぼ
く
（
京

都
大
学
）
で
あ
る
。

　
Ｈ
は
舞
鶴
市
内
の
開
業
医
の

息
子
。
イ
ン
タ
ー
ン
が
終
っ
た

時
、
父
親
は
舞
鶴
を
去
り
東
京

に
行
っ
た
。
Ｈ
は
「
さ
よ
う
な

ら
、
谷
口
、
も
う
お
そ
ら
く
生

涯
会
う
こ
と
は
あ
る
ま
い
な
」

と
名
残
り
を
惜
し
ん
で
く
れ

た
。
4
人
の
う
ち
、
最
も
生
活

に
ゆ
と
り
の
あ
っ
た
の
は
彼

だ
っ
た
ろ
う
。
Ｇ
は
小
学
か
中

学
の
別
は
知
ら
な
い
が
、
先
生

の
息
子
だ
っ
た
。
専
門
学
校
や

大
学
の
教
授
で
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
と
思
う
。
だ
ん
ま
り
や
で

あ
ま
り
う
ち
と
け
た
話
は
し
な

か
っ
た
。
お
そ
ら
く
小
学
校
か

中
学
の
教
師
の
子
ど
も
だ
っ
た

ろ
う
。
Ｋ
も
ぼ
く
も
開
業
医
の

息
子
で
、
2
人
と
も
父
を
亡
く

し
医
院
を
閉
め
て
い
た
境
遇

だ
っ
た
。
戦
争
直
後
の
経
済
的

な
混
乱
は
未
だ
続
い
て
い
て
、

ぼ
く
た
ち
の
生
活
は
苦
し
か
っ

た
。
ぼ
く
た
ち
は
お
互
い
に
話

し
合
い
、
愚
痴
を
こ
ぼ
し
合
っ

た
。
Ｋ
は
Ｈ
市
出
身
だ
っ
た

が
、
学
生
時
代
か
ら
か
、
イ
ン

タ
ー
ン
生
に
な
っ
て
か
ら
か
知

ら
な
い
が
、
Ｋ
に
は
恋
人
が

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
が

あ
っ
た
と
す
る
と
、
お
互
い
に

貧
し
い
生
活
を
語
り
合
い
な
が

ら
も
、
Ｋ
に
は
い
く
ら
か
の
金

銭
的
余
裕
は
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
ぼ
く
は
銭
な
く
女
な
く
全

く
の
素
寒
貧
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
ぼ
く
た
ち
は
、
看

護
婦
、
職
員
た
ち
か
ら
「
先

生
」
と
呼
称
さ
れ
た
が
、
前
の

前
の
世
代
の
時
に
は
「
イ
ン

タ
ー
ン
学
生
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
そ
う
だ
。
大
学
の
卒
業
が
半

年
早
か
っ
た
の
で
、
前
年
卒
業

の
方
が
未
だ
残
っ
て
お
い
で

だ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
方
の
代

か
ら
院
長
と
折
衝
し
、
先
生
と

の
呼
称
が
定
着
し
た
の
だ
そ
う

だ
。
そ
の
先
輩
の
1
人
に
、
同

じ
松
江
高
校
出
身
の
Ｓ
さ
ん
と

い
う
方
が
い
ら
し
た
。
彼
は
非

常
に
朴
訥
な
風
貌
だ
っ
た
が
、

医
師
に
な
ら
れ
て
数
年
後
、
大

阪
で
大
き
な
病
院
を
造
ら
れ
た

と
の
噂
を
聞
い
た
。
驚
い
た

が
、
そ
の
後
の
こ
と
は
知
ら
な

い
。
Ｋ
か
ら
は
よ
く
恋
人
の
話

を
聞
か
さ
れ
た
。
病
院
か
ら
帰

る
途
次
、
ど
こ
か
で
待
ち
合
わ

せ
て
帰
る
ら
し
か
っ
た
が
、
そ

の
詳
細
は
話
し
て
く
れ
な
か
っ

た
。
い
つ
だ
っ
た
か
Ｇ
が
そ
の

話
の
中
で
口
を
は
さ
ん
だ
。
何

で
知
っ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な

い
。

　
「
Ｋ
の
彼
女
、
あ
ま
り
別
嬪

で
は
な
い
そ
う
だ
な
」

　
Ｋ
は
顔
色
を
変
え
た
が
、

じ
っ
と
こ
ら
え
て
い
た
。
Ｋ
は

大
人
だ
っ
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
他
愛
も
な
い
話

を
覚
え
て
い
る
。
満
大
の
外
科

教
授
、
藤
浪
先
生
が
満
洲
か
ら

引
き
揚
げ
て
舞
鶴
に
上
陸
さ
れ

た
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま
短
い
時

間
だ
が
外
科
医
長
を
務
め
ら
れ

た
。
ぼ
く
は
先
生
の
手
術
中
、

こ
う
持も
ち
を
し
て
い
て
ひ
ど
く
叱

ら
れ
た
。

　
「
不
器
用
な
の
は
天
性
だ
か

ら
仕
方
が
な
い
。
だ
が
せ
め

て
、
手
指
の
爪
切
り
位
は
で
き

る
だ
ろ
う
。よ
く
切
っ
て
お
け
」

　
ぼ
く
は
深
爪
を
す
る
の
が
恐

ろ
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
日

帰
る
と
き
、
廊
下
で
先
生
に

会
っ
た
。
ぼ
く
は
廊
下
の
端
に

よ
り
、
最
敬
礼
を
し
た
が
先
生

は
軽
く
会
釈
を
し
て
下
さ
っ

た
。

仲
　 

間
　（
13
）

谷口　謙（北丹） 　  ＜19＞
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【分析に関する詳細】「リグレッションディスコンティニュイティー」という社会政策を量
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本の線の高さの差が低減政策の効果と考えられます。2007 年時点でのデータを使用したた

め、75 歳時の後期高齢者医療制度への移行はなく、70−75 歳に同一の自己負担割合が適応さ

れています。 
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